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前回（令和２年度業務）評価への対応について ①快適な利用環境の創出 (1)

いわて県民情報交流センター アイーナ
指定管理者 運営チーム

（助言）
引き続き、新型コロナウイルス
感染症への対策を徹底しながら
、オリジナルピクトグラムを見
やすく改定するほか、オンライ
ン環境の周知を工夫するなど、
利用者のさらなる利便性の向上
に努めることを期待する。

（対応）
〇ピクトグラムについては入居
施設からの要望も確認しながら
見直しと追加を実施中。感染対
策の案内に効果的に利用し来館
者の安心感の醸成につなげてい
きたい。

〇ホームページに専用バナーを
設けＷｉ－Ｆｉ環境の周知を行
っている。併せて施設利用の内
容確認時に、オンライン会議等
での利用について提案と助言を
行い安定して催事開催ができる
よう努めている。

対応（取組）状況

P01



前回（令和２年度業務）評価への対応について ①快適な利用環境の創出 (２)

いわて県民情報交流センター アイーナ
指定管理者 運営チーム

（助言）
引き続き、新型コロナウイルス
感染症への対策を徹底しながら
、オリジナルピクトグラムを見
やすく改定するほか、オンライ
ン環境の周知を工夫するなど、
利用者のさらなる利便性の向上
に努めることを期待する。

（対応）
〇ピクトグラムについては入居
施設からの要望も確認しながら
見直しと追加を実施中。感染対
策の案内に効果的に利用し来館
者の安心感の醸成につなげてい
きたい。

〇ホームページに専用バナーを
設けＷｉ－Ｆｉ環境の周知を行
っている。併せて施設利用の内
容確認時に、オンライン会議等
での利用について提案と助言を
行い安定して催事開催ができる
よう努めている。

対応（取組）状況

P02



前回（令和２年度業務）評価への対応について ② 利用者の声の反映／県民参加型の施設運営

いわて県民情報交流センター アイーナ
指定管理者 運営チーム

（助言）
〇 動画の配信だけでなく、ア
イーナに足を運ぶきっかけとな
る双方向コミュニケーションが
可能な企画を検討することを期
待する。
〇 新型コロナウイルス感染症
の影響を受け、実施が難しくな
っている県内沿岸部の他施設と
連携して行うアウトリーチ事業
について、コロナ禍においてど
のような取組が可能なのか検討
を継続することを期待する。

（対応）
〇ＳＮＳを利用した入居施設も
含めた催事案内の構築を検討中
。
〇新型コロナウイルスの感染状
況及び地域のコロナ対策を踏ま
えながら、引き続きアウトリー
チ事業の継続を模索していく。
実施については先方の施設のみ
ではなく開催エリアに貢献でき
るようなスキームを検討する。
〇他施設との動画やポータルの
リンクについては継続予定。

対応（取組）状況

P03

２０２２年８月 わくわくキッズランド in 大船渡 開催予定 会場:大船渡市防災観光交流センター（おおふなぽーと）

盛岡医療福祉専門学校の学生が企画した遊びや手作りおもちゃで、
子供たちが自由に遊びを選んで楽しめる催事です。
大船渡市の感染拡大施策に沿って開催予定。

協力:大船渡市社会福祉協議会
市内の生徒もボランティアスタッフとして参加予定。



前回（令和２年度業務）評価への対応について ③ 入居施設間の有機的な連携（１）

いわて県民情報交流センター アイーナ
指定管理者 運営チーム

（助言）
〇 今後も入居施設間の深い連
携を継続し、取組を行うことを
期待する。
〇 アイーナライトアップ事業
について、特別期間を設けて実
施する等継続していくことを期
待する。

（対応）

〇コロナ禍においても安心して
催事に参加できる取組や手法を
、アイーナ入居施設が主催する
イベントスタイルとして定着さ
せ催事参加者の安心、安全につ
なげていきたい。

〇入居施設との個別の連携や全
体的な連携だけではなく、入居
施設同士を結びつけそれぞれの
価値を創出する連携スキームを
構築できるＨＵＢ的な役割にも
注力していきたい。

対応（取組）状況

P04



前回（令和２年度業務）評価への対応について ③ 入居施設間の有機的な連携（２）

いわて県民情報交流センター アイーナ
指定管理者 運営チーム

（助言）
〇 今後も入居施設間の深い連
携を継続し、取組を行うことを
期待する。
〇 アイーナライトアップ事業
について、特別期間を設けて実
施する等継続していくことを期
待する。

（対応）

〇ライトアップに関しては、現
在の取組を継続させることによ
り引き続き風物詩的に季節感を
演出できるような取り組みを行
っていく。併せて入居施設が訴
求したいテーマや取組について
、ライトアップを効果的に活用
することで、県民の皆様へわか
りやすくアピールを行い各施設
のミッション推進の一助となっ
ていく事を目指したい。

対応（取組）状況

P05

aiina グリーンライトアップ作戦 !!
環境学習交流センター 令和４年６月



前回（令和２年度業務）評価への対応について ④ 県民への情報提供（県内全域へのサービス提供）

いわて県民情報交流センター アイーナ
指定管理者 運営チーム

（助言）
〇 アイーナにおけるＳＤＧｓ
の取組情報を発信するほか、Ｓ
ＮＳの投稿について閲覧者から
リアクションを得られるよう写
真を掲載するなど、情報発信の
効果を高める工夫を行うことを
期待する。
〇 性別や年齢、障がいの有無
等の様々な立場に配慮した情報
提供に取り組むことを期待する
。

（対応）
〇アイーナ入居施設のＳＤＧｓ
情報を発信していくための
ＷＧの立上げを行った。現在、
各団体の取組を調査中。今後は
ポータルの立上げ・情報発信を
行い、広く県民の皆さんに訴求
し、アイーナのＳＤＧｓへの取
組や協働社会実現のための意識
醸成に貢献していきたい。
〇アイーナのＳＤＧｓポータル
からジェンダーや多様性につい
ての情報発信を行い、持続可能
な協働社会実現のための一助と
なりたい。

対応（取組）状況

P06

す べ て の 県 民 が 世 代 や 地 域 、 職 域 を 超 え て
集うことのできる拠点施設-アイーナで、入居施設が
S D G s に 協 働 で 取 り 組 む こ と を 通 じ て 、
岩 手 の 持 続 的 発 展 に 寄 与 す る と と も に
それぞれの取り組みを積極的に発信することで、
県民一人ひとりのSDGsへの理解の促進を図ります。



前回（令和２年度業務）評価への対応について ⑤ 適切な施設運営

（助言）

〇 災害時のマニュアルを定
期的に見直し、危機管理態勢
が構築されることを期待する
。
〇 施設の経年劣化に対して
、よりこまめな点検と状況に
応じた適切な対応を継続して
実施されたい。

（対応）

〇安全管理マニュアルについ
ては、年１回県担当者の確認
を頂き、最新版で運用してい
る。
〇日常巡視点検で、こまめに
点検（設備機器の動作・運転
状態確認や建物（内部・外部
）の目視点検等）実施し、出
来るだけ予防保全に努めて言
対応している。

対応（取組）状況

いわて県民情報交流センター アイーナ
指定管理者 維持管理チーム

P07

【日常巡視点検】 【貸室点検表】


